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京都大学の図書館とは？
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京都大学の図書館とは?

50の図書館/室
附属図書館 & 部局毎の図書館/室
「京都大学図書館機構」を構成

蔵書数: 690万冊
所蔵雑誌: 12万タイトル
電子ジャーナル : 3万6千タイトル
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大学図書館のトレンド - その1

ラーニング・コモンズ
アクティブ・ラーニングの実践
グループワークなど「話せる場」を提供
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大学図書館のトレンド – その2

オープンアクセス
機関リポジトリを活用した研究成果公開
京都大学オープンアクセス方針
（2015年4月28日採択）
KURENAI：145,000件の収録
（世界第41位、アジア第1位）
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貴重資料
―図書館における文化財 ―
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貴重資料 = 紙資料中心

国宝
今昔物語集（鈴鹿本）

重要文化財
萬葉集（尼崎本）
古今集注
ジョサイア・コンドル建築図面
（建築系図書室所蔵）

:
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貴重資料 = 紙資料中心

天正遣欧使節肖像画 國女歌舞妓繪詞
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貴重資料 = 紙資料中心

付喪神絵巻 『植物の種』（リンネ）
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貴重資料
―図書館における修復事業―
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修復事業

修復貴重資料選定のための指針
第二特別委員会（図書館サービス）作成
（平成22年度 図書館協議会 承認）
全学的な修復計画を作成し、予算要求

修復事業
平成23年度～
毎年500万円程度を獲得し、修復実施
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修復事業
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修復事業
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修復事業
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貴重資料
―図書館における電子化事業―
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電子化事業 – 利用のために

利用のための手段
原本の代替（マイクロ化→電子化）
インターネットによる公開

京都大学での取り組み
1996年～
2016年度末：約90万コマ
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電子化事業 – 現在の位置づけ

京都大学重点戦略アクションプラン
「オープンアクセス推進事業」
学術論文等の研究成果公開の推進と
世界的展開
貴重資料等の一次資料の電子化と公開
研究情報の適切な管理とアクセスのための
基盤整備
研究支援職員の組織的育成
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電子化事業 - 連携と経費獲得
 オープンアクセス推進事業（京都大学重点戦略アクションプラン）

 日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画
（国文学研究資料館）

 「富士川文庫」保存・公開のための修復・電子化事業（概算要求）

 韓国高麗大学校との朝鮮古文献資料のデジタル化公開に関する協定

 Linked Open Dataのためのプロトタイプシステム構築
（学知創生ユニット）

 世界トップ大学に伍する戦略的アプローチ～国際プレゼンス、レピュテー
ション向上による大学経営体制の強化（自立促進）～
（国立大学改革強化推進補助金）
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電子化資料の公開

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/
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課題 - 見せ方と利用の促進

「今風」の見せ方とは?
現状（レガシー）

→コレクション毎のHTML、Flash
環境の変化

→ハードウェア：高速化、高解像度化
→ネットワーク：高速化
→ソフトウェア：多機能化（HTML5）
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「今風」ではない見せ方
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コレクション毎のページデザイン
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課題 - 見せ方と利用の促進

IIIF
（International Image Interoperability Framework）

デジタル画像相互運用のための国際規格
→http://iiif.io/

Webの標準技術を用いたAPI
→対応ソフトウェアは、オープンソース

IIIF Consortium（運営組織）
→京都大学図書館機構も加盟（2016年12月6日）
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日常業務での保全と利用
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図書館業務改善推進会議

図書館業務の合理化、効率化のための
職員組織

6つの作業部会
総括部会
情報資源管理部会
図書館サービス部会 → 「資料保存環境の整備」を含む
 リテラシー・レファレンス部会
情報処理部会
人材育成部会
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職員間の情報共有（一部学外公開あり）

https://www2.kulib.kyoto-u.ac.jp/preservation/
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成果公開例（KURENAIで公開）

図書館資料保存環境整備マニュアル
（京都大学図書館業務改善推進会議 図書館サービス部会）

http://hdl.handle.net/2433/216100
1. 建物について
2. 防災について
3. 書庫環境について
付録: 書庫環境チェックリスト

28



まとめ

貴重資料の電子化・公開は
新たな研究のタネ

資料を次の世代へ「つなぐ」ことが
図書館の使命
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